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親鸞聖人御誕生850年
立　教　開　宗800年

ー
第
２
部  

公
聴
会
ー

　

第
２
部
の
公
聴
会
で
は
、
中
村
祐
順

教
務
所
長
、
山
下
義
円
総
務
が
挨
拶
さ

れ
、
西
谷
慶
真
教
区
実
践
運
動
委
員
会

副
委
員
長
を
座
長
と
し
、進
行
さ
れ
た
。

ま
ず
、
宇
野
哲
哉
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
室
部
長
よ
り
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃

法
要
の
意
義
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
募
金
」
の
奨
励
、「
得
度
式

規
定
」「
教
師
規
定
」「
布
教
使
課
程
設

置
規
定
」
等
の
制
定
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
、
引
き
続
き
協
議
事
項
に
つ
い

て
意
向
説
明
が
あ
っ
た
。

①
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

【
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
実
施
】

　

宗
報
８
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
賦
課

基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
中
間
答

申
）」
を
基
に
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
賦
課
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た

ほ
か
、
記
載
内
容
の
補
足
と
し
て
、
あ

く
ま
で
も
中
間
答
申
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
一
部
内
容
に
つ
い
て
は
全
教

区
に
適
応
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
。

②
僧
侶
育
成
体
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
（
住
職
・
坊
守
）

　

寺
院
の
持
続
的
な
発
展
を
導
く
人
や

協
働
す
る
人
の
研
修
「
寺
院
サ
ポ
ー
ト

講
座
（
仮
称
）」（
案
）、
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
下
に
あ
る
す
べ
て
の
坊
守
が
、
住

職
と
協
働
す
る
た
め
、
必
要
な
知
識
と

技
能
の
修
得
及
び
継
続
し
た
学
び
の
場

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
坊
守
サ
ポ
ー
ト
制

度
（
案
）」
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。

　　

な
お
、
各
協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、

全
教
区
で
開
催
さ
れ
る
公
聴
会
の
意
見

を
集
約
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で

精
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

説
明
が
全
て
で
は
な
い
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

一
時
休
憩
を
挟
み
、
出
席
者
と
の
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
教
区
か
ら

の
意
見
と
し
て
持
ち
帰
り
検
証
す
る
事

と
な
っ
た
。

ー
第
１
部  

御
消
息
披
露
式
典
ー

　

第
１
部
で
は
、「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
に
つ

い
て
の
消
息
」
が
山
下
義
円
総
務
よ
り

披
露
・
伝
達
・
趣
旨
演
達
さ
れ
、
併
せ

て
、特
命
布
教
講
師　

吉
村
隆
真
氏（
熊

本
教
区
託
麻
組
良
覚
寺
）
よ
り
法
話
を

い
た
だ
い
た
。

　9月10日（火）、第25代専如ご門主の「御消息披露式典」並びにご消息趣旨演達を行うため総
局巡回が実施された。また、賦課基準の見直し、僧侶育成体系プロジェクトについてご意見
をいただきたいとして公聴会が併催された。宗派より山下義円総務をはじめ弘中貴之副総務、
吉村隆真特命布教講師、宇野哲哉重点プロジェクト推進室部長、岡田義宣所務部〈財務担当〉
部長が出向され、教区内より96名が出席し、山口別院にて開催した。

吉村隆真氏 山下義円総務

についてのご消息披露

総局巡回・公聴会

弘中貴之副総務
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①
山
口
教
区
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
作
成
し
た　

　「
し
お
り
」
に
つ
い
て

　
〈
宣
伝
や
仕
様
〉

　

・
印
象
に
残
っ
て
い
な
い　

・
教
化
団
体
へ
の
ア
ピ
ー
ル
不
足

　

・
寺
院
か
ら
門
信
徒
に
伝
わ
ら
な
い　

・
配
る
機
会
が
な
い

　

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
馴
染
い
が
な
い　

・
対
象
者
が
わ
か
ら
な
い

　
〈
提　

案
〉

　

・
若
者
の
集
ま
る
除
夜
会
な
ど
で
配
布　

・
デ
ザ
イ
ン
の
研
究

　

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
研
究　

・
し
お
り
で
は
な
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

②
２
０
１
８
年
度
に
中
止
と
な
っ
た　
「
軽
音
フ
ェ
ス
」
に
つ
い
て

　
〈
宣　

伝
〉

　

・
知
ら
な
か
っ
た　

・
伝
え
る
機
会
が
な
い

　

・
出
演
者
、
参
加
者
の
ど
ち
ら
が
募
集
対
象
か
わ
か
ら
な
い

　

・
子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り
の
取
組
み
が
組
の
中
心
に
な
っ
て
い
な
い

　

・
組
会
の
議
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た

　
〈
企
画
内
容
〉

　

・
開
催
日
の
問
題
は
な
か
っ
た
か

　

・
運
営
側
で
出
演
者
を
確
保
す
べ
き
で
あ
っ
た

　

・
中
高
生
よ
り
壮
年
層
バ
ン
ド
の
方
が
出
や
す
い
の
で
は

　

・
対
象
者
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
集
め
に
く
い

　

・
設
備
の
問
題
と
中
高
生
は
移
動
の
問
題
も
あ
る

　

・
お
寺
（
別
院
）
が
重
く
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
は

　

・
お
寺
で
音
楽
す
る
こ
と
に
魅
力
が
な
い
の
で
は

　

・
個
人
情
報
の
問
題
な
ど
で
学
校
に
は
働
き
か
け
に
く
い

　

・
企
画
は
と
て
も
良
か
っ
た
。
計
画
〜
実
施
の
ス
テ
ッ
プ
の
問
題

　

・
面
白
い
企
画
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
中
止
は
残
念
。
反
省
を
踏
ま
え

　
　

も
う
一
度
考
え
直
し
て
み
て
は

　
〈
提　

案
〉

　

・
親
世
代
も
来
て
く
れ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
、
集
客
力
が
あ
る
企
画
を

　

・
お
祭
り
が
良
い　

・
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
の
ゲ
ス
ト
を
呼
ぶ
必
要
も
あ
る

③
組
ま
た
は
寺
院
で
考
え
ら
れ
る
今
後
の
活
動
お
よ
び
既
に
取
組
ん
で
い
る

　

事
柄
に
つ
い
て

　
〈
教
区
・
組
で
の
取
り
組
み
〉

　

・
別
院
で
子
ど
も
食
堂
、
教
化
団
体
の
協
力
を
仰
ぐ　

・
組
で
寺
コ
ン

　

・
仏
青
主
催
の
寺
ピ
ク
へ
参
加
（
ま
ず
は
今
あ
る
行
事
に
参
加
を
！
）

　

・
教
区
少
年
大
会
、
子
ど
も
報
恩
講
へ
組
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
と
し
て
参
加

　

・
寺
院
子
弟
行
事
へ
の
参
加
（
強
制
）　

・
組
で
中
高
生
大
会

　

・
３
月
に
修
了
式
（
表
彰
式
、
記
念
品
あ
り
）

　

・
夏
休
み
自
由
研
究
や
宿
題
の
手
伝
い　

・
組
で
仏
青
単
位
を
作
り
た
い

　

・
著
名
人
の
話
を
聞
く
ス
ク
ー
ル
ナ
ー
ラ
ン
ダ
を
組
で
も
行
い
た
い

　

・
全
教
化
団
体
合
同
で
「
花
ま
つ
り
」
を
行
う

　

・
近
隣
組
、
他
宗
派
も
交
え
て
小
月
組
で
花
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
る

　
〈
寺
院
で
の
取
り
組
み
〉

　

・
不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場
所
に　

・
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

・
年
末
大
掃
除
で
焼
き
芋　

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

　

・
除
夜
会
で
本
堂
に
お
参
り
し
た
若
者
に
作
法
を
教
え
て
い
る

　

・
日
曜
学
校
が
難
し
い
な
ら
夕
方
だ
け
預
か
る
（
学
童
）

　

・
掲
示
伝
道
、
通
学
路
は
子
ど
も
の
目
に
と
ま
る

　

・
受
験
生
が
自
由
に
勉
強
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
本
堂
を
開
放

　

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
法
座
の
際
に
協
力
し
て
も
ら
う

　

・
献
灯
、
献
花
を
子
ど
も
に
お
願
い
す
る

　

・
短
い
時
間
設
定
な
ど
法
座
の
あ
り
方
を
工
夫
す
る

　

・
毎
朝
、
見
回
隊
と
し
て
交
差
点
に
た
ち
挨
拶
を
す
る

　

・
場
所
を
提
供
し
て
使
っ
て
も
ら
う
「
お
寺
喫
茶
」

　

・
住
職
が
い
な
く
と
も
で
き
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
で

　

・
お
坊
さ
ん
と
仲
良
く
な
る
が
ヒ
ン
ト

　

・
法
座
と
は
別
に
夏
ま
つ
り
や
忘
年
会
な
ど
気
楽
に
参
る
こ
と
の
で
き
る

　
　

行
事
を
考
え
る

　

・
子
ど
も
た
ち
の
話
し
相
手
に
な
れ
る
お
寺
、
電
話
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も

　
　

話
を
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

子ども・若者ご縁づくり連絡協議会　９月11日（水）開催
各 協 議 内 容 意 見 集 約

　「子ども・若者ご縁づくり連絡協議会」が山口別院にて開催され、教区内各組より38名が参加した。
　協議会では、組、寺院において「子ども・若者」へのご縁づくりをどのように行っているか？実践
できていないのなら何が問題、課題であるのかを共有し、具体的な解決策を探っていくことを議題
とし、参加者を４班に分け、教区委員を進行役に班別協議を行った。そこで出た意見を集約し下記
に掲載する。各組・各寺院の今後の教化活動の参考にしていただきたい。



山口別院テレホン法話　083−973−0111

　

９
月
18
日
、
第
39
回 

千
鳥
ヶ
淵

全
戦
没
者
追
悼
法
要
が
勤
め
ら
れ

た
。
こ
の
法
要
は
、
先
の
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
に
よ
り
命
を
落
と
さ
れ

た
方
々
、
そ
れ
は
国
籍
や
思
想
・
信

条
な
ど
を
こ
え
た
す
べ
て
の
戦
没
者

を
追
悼
し
、
か
つ
て
日
本
の
侵
略
戦

争
に
協
力
し
た
私
た
ち
の
宗
門
の
過

ち
を
反
省
し
、
慚
愧
の
思
い
を
も
っ

て
、
戦
争
の
な
い
世
界
を
築
く
と
い

う
願
い
の
も
と
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
恒
久
平
和
の
思
い

が
、
仏
の
み
教
え
と
と
も
に
国
内
外

に
響
き
渡
る
こ
と
を
願
い
、
法
要
中

の
「
平
和
の
鐘
」
の
時
刻
に
あ
わ
せ

て
、
各
寺
院
に
お
い
て
も
梵
鐘
や
喚

鐘
を
撞
く
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い

る
。

　

教
区
で
は
、
こ
の
法
要
に
併
せ
て

団
体
参
拝
を
実
施
。
法
要
の
翌
日
に

夢
の
島
公
園
に
あ
る
第
五
福
竜
丸
展

示
館
を
見
学
し
、
水
爆
実
験
に
よ
る

影
響
が
現
在
も
な
お
続
い
て
い
る
こ

と
な
ど
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
、終
戦
か
ら
74
年
を
迎
え
、

戦
争
を
知
ら
な
い
人
々
が
多
く
な
る

中
で
、
非
戦
・
平
和
に
つ
い
て
学
び

を
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
。

No.215　（4）2019（令和元）年 10 月

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
・
平
和
の
鐘被爆した第五福竜丸

　

昨
年
発
生
し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」
に
よ
っ
て
、
中
・
四
国
地
域
の
広

い
範
囲
で
災
害
が
発
生
し
、
山
口
教
区

内
で
も
２
名
の
ご
門
徒
が
ご
往
生
さ

れ
、
岩
国
市
・
光
市
・
周
南
市
な
ど
で

は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
甚
大
な
被
害

が
生
じ
た
。
こ
の
水
害
か
ら
１
年
に
あ

た
る
７
月
12
日
、
本
願
寺
広
島
別
院
に

お
い
て
ご
門
主
様
ご
臨
席
の
も
と
、
第

４
連
区
合
同
で
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨

１
周
忌
法
要
」
が
営
ま
れ
、
山
口
教
区

か
ら
は
被
災
地
域
を
代
表
し
て
宇
野
英

融
玖
珂
西
組
組
長
が
出
勤
さ
れ
た
ほ

か
、
被
災
を
さ
れ
た
玖
珂
西
組
・
熊

毛
組
・
熊
濃
組
の
方
々
や
門
徒
推
進

員
等
、
15
名
が
こ
の
法
要
に
参
拝
し

た
。

　

法
要
後
、
被
災
地
の
現
状
を
呉
市

安
浦
町
市
原
地
区
自
治
会
長 

中
村

正
美
氏
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
安
芸

教
区
布
教
団
副
団
長 

朝
枝
曉
範
氏

に
ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

本
年
度
も
「
令
和
元
年
８
月
九
州

北
部
豪
雨
」
を
は
じ
め
と
す
る
大
規

模
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
被
災
さ

れ
た
方
々
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
、

継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

中村正美氏

朝枝曉範氏

平
成
30
年
７
月
豪
雨
１
周
忌
法
要

「平和の鐘」の打鐘



〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜

歳入合計　109,975,776

歳出合計　97,797,255

❶普通賦課金 60,348,000
　　本年度賦課金 60,348,000
　　過年度賦課金 0
❷特別賦課金 6,434,500
　　別院御仏飯料 4,550,500
　　災害見舞協力金 1,884,000

教区賦課金 66,782,500

❶各種願記冥加金 3,683,500

各種願記冥加金 3,683,500

❶雑収入 611,577

雑収入 611,577

❶㈵伝道車購入積立金会計
 0
❷㈵平衡資金会計 0

特別会計回付金 0

❶前年度繰越金 13,972,047

前年度繰越金 13,972,047

❶完納奨励教化費 2,499,000

完納奨励教化費 2,499,000

❶山口別院一般会計回付金 8,800,500
　　別院御仏飯料回付金 4,550,500
　　別院運営回付金 4,000,000
　　退職積立金回付金 250,000
❷㈵寺院災害見舞金会計 1,884,000
❸㈵伝道車購入積立金会計 300,000
❹㈵平衡資金会計 500,000
❺㈵子ども・若者ご縁づくり推進費会計
 800,000

回付金 12,284,500

❶第一予備費 0
❷第二予備費 0

予備費 0
❶実践運動推進費 18,759,346
　　教区実践運動推進費 1,588,785
　　人権社会活動推進費 1,025,292
　　寺院活動支援推進費 384,616
　　広報教材推進費 6,260,207
　　門信徒教化推進費 3,299,631
　　実践運動推進会議費 2,015,379
　　組織教化費 4,185,436
❷組実践運動推進費 13,585,000
　　組巡回費 40,000
　　組交付金 13,545,000

教化推進費 32,344,346

❶教区会費 1,157,262
❷組長会費 1,512,679
❸各種会議費 873,601

会議費 3,543,542

❶人件費 39,294,065
　　俸給 21,248,780
　　諸手当 4,706,873
　　賞与 7,349,529
　　福利費 5,988,883

❷事務費 6,341,337
　　通信費 2,603,403
　　出張費 1,020,395
　　事務諸費 2,717,539

❸諸費 1,474,427
　　慶弔費 233,172
　　渉外費 235,961
　　雑費 203,441
　　伝道車関係費 801,853

教務所費 47,109,829

歳入の部 （単位：円）

歳出の部 （単位：円）

❶宗派交付金 19,710,352
❷その他交付金 700,000

交付金 20,410,352

❶参加費収入 4,515,800

参加費収入 4,515,800

❶宗会議員選挙費 16,038

宗会議員選挙費 16,038

（5）　No.215 2019（令和元）年 10 月

臨時教区会開催
　去る７月11日（木）に、別院大会議室において、2019年度臨時教区会（児玉正悟議長）が開催され、提
出された財務承認議案・承認議案は、原案通り可決された。議案は次の通り。

【財務承認議案】
　2018（平成30）年度一般会計歳計決算・特別会計歳計決算（寺院災害見舞金会計・伝道車購入積立金会
計・平衡資金会計・子ども・若者ご縁づくり推進費会計）
【承認議案】
　山口教区内護持口数調整について

2018（平成30）年度 山口教区一般会計歳計決算並説明
自 2018（平成30）年４月１日　至 2019（平成31）年３月31日



本願寺山口別院 検索

　

山
口
教
区
寺
族
青
年
会
「
若
朋
会
」
主
催

Ｂ
Ｂ
Ｑ
＆
レ
ノ
フ
ァ
山
口
観
戦
ツ
ア
ー

６
月
22
日
（
土
）
開
催

　

山
口
市
維
新
公
園
を
会
場
に
「
若

朋
会
」
第
１
回
例
会
と
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ

＆
レ
ノ
フ
ァ
山
口
観
戦
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
は
会
員
相
互
の
交

流
や
「
若
朋
会
」
の
周
知
を
目
的
に

広
く
案
内
を
し
、
会
員
や
寺
族
、
門

信
徒
合
わ
せ
て
30
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
っ
た
。

　

山
口
別
院
で
勤
行
し
た
後
、
維
新

公
園
に
移
動
し
参
加
者
全
員
で
Ｂ
Ｂ

Ｑ
を
楽
し
ん
だ
。
家
族
連
れ
で
の
参

加
者
が
多
く
、
子
ど
も
同
士
の
交
流

も
深
ま
り
、
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
が
率
先
し
て
食
後
の
言
葉
を

唱
和
し
て
く
れ
た
。

　

19
時
キ
ッ
ク
オ
フ
の
試
合
は
Ｆ
Ｃ

岐
阜
戦
で
、
応
援
の
甲
斐
も
あ
り
結

果
は
４
対
０
で
レ
ノ
フ
ァ
山
口
が
勝

利
し
た
。
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
。

　
「
若
朋
会
」
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

第
49
回
寺
院
子
弟
研
修
会

８
月
18
日
（
日
）
〜
19
日
（
月
）
開
催

　

本
年
度
の
寺
院
子
弟
研
修
会
は
宇

部
市
・
山
陽
小
野
田
市
を
主
会
場
に

行
わ
れ
、
８
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
た
。

　

山
口
別
院
で
の
開
会
式
の
の
ち
、

バ
ス
に
て
宇
部
小
野
田
組
淨
円
寺
に

参
拝
し
、
焼
香
な
ど
の
作
法
や
、「
讃

仏
偈
」の
お
勤
め
の
研
修
を
行
っ
た
。

ま
た
、
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
へ
の

協
力
の
た
め
、
関
係
寺
院
よ
り
集
め

た
お
供
え
物
の
お
下
が
り
を
梱
包
す

る
作
業
を
子
ど
も
た
ち
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
。
持
参
し
た
お
弁
当
で
昼

食
を
済
ま
せ
た
後
は
、
お
待
ち
か
ね

の
プ
ー
ル
へ
移
動
。
子
ど
も
た
ち
は

大
い
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。
そ
の
後

は
宿
泊
先
の
山
陽
小
野
田
市
き
ら
ら

交
流
館
へ
向
か
っ
た
。
研
修
室
に
設

置
し
た
ご
本
尊
を
前
に
、
皆
で
お
夕

事
を
し
た
あ
と
夕
食
を
と
っ
た
。
施

設
に
は
温
泉
も
あ
り
、
子
ど
も
も
大

人
も
楽
し
ん
で
い
た
。

　

２
日
目
は
別
院
に
て
、
腕
輪
念
珠

を
作
っ
た
。
大
人
も
苦
戦
し
な
が
ら

な
ん
と
か
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
は
昼

食
の
カ
レ
ー
を
子
ど
も
た
ち
が
中
心

に
な
り
作
っ
た
。
皆
で
カ
レ
ー
を
食

べ
、
閉
会
式
の
後
解
散
と
な
り
、
友

達
と
の
別
れ
を
惜
し
む
子
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
交
流
を
深
め
て
い
た
。

No.215　（6）2019（令和元）年 10 月

レノファ山口観戦

おてらおやつクラブへの協力

食後の言葉



山口別院テレホン法話　083−973−0111

　

若
婦
人
の
つ
ど
い

７
月
12
日
（
金
）
開
催

　

若
婦
人
会
員
の
育
成
を
目
的
に
「
若

婦
人
の
つ
ど
い
」
が
「
笑
」
と
「
歌
」

を
テ
ー
マ
に
山
口
別
院
で
開
催
さ
れ
、

２
２
１
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

　

午
前
の
部
は
仏
教
漫
才
イ
ベ
ン
ト

「
わ
ろ
て
ら
！
」。
大
阪
教
区
の
僧
侶 

毛
利
浄
香
氏
と
元
漫
才
師
で
、
尼
崎
市

市
役
所
職
員
の
桂
山
智
哉
氏
の
二
人

が
、
仏
教
、
真
宗
に
ま
つ
わ
る
豆
知
識

や
誤
用
の
多
い
言
葉
の
解
説
を
漫
才
に

の
せ
る
こ
と
で
、
わ
か
り
や
す
く
参
加

者
に
伝
え
て
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
県
内
外
で
活
躍
中
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ 

ち
ひ
ろ
氏
を
お
招

き
し
、
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
や
歎
異

抄
を
題
材
と
し
た
歌
に
聞
き
入
っ
た
。

　

初
め
て
お
み
の
り
に
触
れ
る
方
で
も

参
加
が
し
や
す
い
、
楽
し
く
、
朗
ら
か

な
雰
囲
気
の
中
、
本
研
修
は
閉
じ
ら
れ

た
。

　
第
21
回
仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い

７
月
７
日
（
日
）
開
催

　

毎
年
、
山
口
仏
教
音
楽
連
盟
加
盟

団
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い
」。
本
年
度
は 

ラ
イ
ト
コ
ー
ル
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
宇

部
北
組
寳
林
寺
）お
引
き
受
け
の
元
、

不
二
輸
送
機
ホ
ー
ル
（
山
陽
小
野
田

市
文
化
会
館
）を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

加
盟
団
員
含
め
４
９
８
名
が
来
場
し

た
。

　

開
会
式
で
は
寳
林
寺 

市
川
幸
佛

住
職
の
調
声
に
よ
る
衆
会
、敬
礼
文
、

三
帰
依
、
さ
ん
だ
ん
の
う
た
、
念
仏

の
お
勤
め
が
あ
り
、
各
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
へ
と
移
っ
た
。

　

第
１
部
、第
２
部
が
全
て
終
了
し
、

全
員
で
の
全
体
合
唱
。
曲
目
は
本
年

度
の
課
題
曲
「
弥
陀
の
名
号
と
な
え

つ
つ
」
と
昨
年
度
第
20
回
を
記
念
し

て
つ
く
ら
れ
た
「
つ
な
が
る
い
の

ち
」。ピ
ア
ノ
伴
奏
に
加
え
て
フ
ル
ー

ト
の
伴
奏
も
つ
い
た
ほ
か
、
あ
そ
か

合
唱
団
（
宇
部
小
野
田
組
教
念
寺
）、

コ
ー
ル
野
の
花
（
宇
部
小
野
田
組
光

安
寺
）
の
団
員
も
登
壇
し
、
賑
や
か

な
音
色
を
会
場
に
響
か
せ
た
。

　

門
信
徒
の
高
齢
化
や
地
域
の
過
疎

な
ど
、
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
す
る
中
、
お
寺
が
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
あ
り
続
け
る
た
め
に

も
、
こ
の
つ
ど
い
を
継
続
し
て
行
き

た
い
。

（7）　No.215 2019（令和元）年 10 月

桂山氏 (左）と毛利氏（右）

ちひろ氏のトークライブ

全体合唱



〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜

　

２
０
１
８
年
９
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
公
募
さ
れ
た
「
第
43
回
正
力
松
太
郎

賞
」
に
お
い
て
、
豊
浦
組
徳
應
寺
日
曜

学
校
が
受
賞
し
た
。

　

正
力
松
太
郎
賞
は
全
国
青
少
年
教
化

協
議
会
が
、
仏
教
精
神
に
基
づ
き
青
少

年
・
幼
児
の
健
全
な
育
成
に
貢
献
し
た

個
人
・
団
体
に
与
え
る
賞
。

　

本
賞
の
受
賞
を
う
け
、
７
月
14
日
に

徳
應
寺
に
て
受
賞
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が

催
さ
れ
た
。
徳
應
寺
日
曜
学
校
で
は
月

１
回
の
定
例
会
の
ほ
か
、
平
成
元
年
よ

り
毎
年
３
月
、
日
曜
学
校
を
卒
業
す
る

小
学
校
６
年
生
を
主
役
に
仏
教
童
話
な

ど
の
題
材
を
用
い
た
卒
業
記
念
創
作
劇

を
上
演
し
て
い
る
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は

日
曜
学
校
の
卒
業
生
や
そ
の
家
族
、
ま

た
劇
の
制
作
に
深
く
携
わ
っ
た
方
々
が

参
加
し
、
第
１
回
か
ら
の
記
録
映
像
を

見
な
が
ら
回
顧
し
て
い
っ
た
。

　

第
31
回
ま
で
の
映
像
を
見
終
わ
り
、

戸
﨑
文
昭 

住
職
よ
り
総
括
の
ご
挨
拶

が
あ
り
「
最
近
、
劇
に
出
演
し
て
い
る

み
ん
な
が
阿
弥
陀
さ
ま
の
化
身
と
な
っ

て
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
を
伝
え
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
出
演

者
の
み
ん
な
や
演
出
の
方
、
台
本
を
書

い
て
く
だ
さ
る
方
、
そ
し
て
い
つ
も
無

理
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
裏
方
の

方
々
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
が
集

ま
っ
て
、
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
っ

て
物
語
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
こ
の
素

晴
ら
し
さ
は
代
え
難
い
も
の
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
31
作
見
て
き
ま
し
た

が
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
な
う
ち
は
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
み
ん
な
が
仏

さ
ま
の
み
お
し
え
に
触
れ
る
た
め
に

も
、
是
非
こ
れ
か
ら
も
仏
さ
ま
の
手
足

と
な
っ
て
こ
こ
で
劇
を
や
っ
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
す
。」
と
お
話
し
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
境
内
で
の
食
事
会
。
そ
こ

で
戸
﨑
住
職
が
話
さ
れ
て
い
た
の
は

「
垣
根
を
作
っ
て
隔
て
な
い
」
と
い
う

こ
と
。
参
加
者
の
方
々
と
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、
総
代
さ
ん
や
仏
壮
、

仏
婦
の
方
々
も
多
く
、
ま
た
お
寺
の
幼

稚
園
卒
業
が
ご
縁
で
参
加
し
て
い
る
と

い
う
方
や
、
ご
門
徒
の
友
人
で
田
布
施

町
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
方
な
ど
幅
広
い

方
々
の
参
加
が
あ
り
、
み
ん
な
が
和
気

藹
々
と
懇
親
を
深
め
て
い
た
。
日
曜
学

校
は
教
化
団
体
で
言
え
ば
少
年
連
盟
に

当
た
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
子
ど
も

や
そ
の
家
族
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の

方
々
が
携
わ
っ
て
い
る
。
仏
婦
連
盟
や

仏
壮
連
盟
も
、
教
化
団
体
と
し
て
分
け

て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
お
寺
と
い
う

大
き
な
枠
組
み
の
中
で
各
々
が
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
行
事
に
参
画
す
る
こ

と
で
、
横
の
つ
な
が
り
を
強
固
に
、
そ

し
て
気
兼
ね
な
く
協
力
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
別
組
織
を
一
緒
に
し
て
し
ま

う
こ
と
は
煩
雑
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
得
る
も
の
が
多
く
な
る
と
感
じ
ら
れ

た
。

豊
浦
組　

徳
應
寺　

日
曜
学
校

　
　
　

第
43
回
正
力
松
太
郎
賞　

受
賞

No.215　（8）2019（令和元）年 10 月

戸﨑文昭住職のご挨拶

参加者全体の集合写真



本願寺山口別院 検索
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本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2019.10.1 ～ 2020.1.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
10 月  1 日～ 10 日 工藤　顕樹 12 月  1 日～ 10 日 寺田　弘信

11 日～ 20 日 杉山　恵雄 11 日～ 20 日 中村　隆教
21 日～ 31 日 波佐間正弘 21 日～ 31 日 厚見　　崇

11 月  1 日～ 10 日 筑波　敬道 1 月  1 日～ 10 日 輪　　　番
11 日～ 20 日 原田　英真 11 日～ 20 日 佐々木世雄
21 日～ 30 日 石丸　涼道 21 日～ 31 日 和　　隆道

※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

2020（令和２）年１月５日（日曜日）午前10時から
法要終了後、新年互礼会を催します

本願寺山口別院　輪番

本願寺山口別院

新年互礼会準備の関係で、2020（令和２）年１月２日迄に山口別院に申し込み下さい。

本願寺山口別院『元旦会』のご案内
日  時

講  師

場  所

申  込

期 日

講 師

本 願 寺 山 口 別 院『 報 恩 講 』

11月25日（月）『帰敬式』…午後１時から

11月26日（火）・27日（水）・28日（木）…午前10時から・午後１時から

安 藤 光 慈 氏　（本願寺派布教使・宮崎教区真光寺）

組 別 参 拝 日

〔27 日〕
熊毛中組、熊南組、熊濃組、
防府組、華松組、美祢東組、
大津東組、白滝組、小月組、
豊浦西組
　奉仕組　大島組

〔26 日〕
岩国組、玖珂西組、下松組、
山口北組、美祢西組、萩組、
大津西組、邦西組、豊田組、
下関組
　奉仕組　熊毛組

〔28 日〕
美和組、柳井組、岩国北組、
周南組、山口南組、
宇部小野田組、厚狭西組、
阿武組、須佐組、豊浦組
　奉仕組　宇部北組

※お斎
とき
をご用意しております。有縁の方お誘い合わせ、お参り下さい。

※組割指定日以外のご参拝も受け付けております。各組事務所へその旨お届けください。
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別
院
・
教
区
行
事

　

こ
の
夏
が
始
ま
る
頃
、
布
教
使
の
中

島
昭
念
先
生
が
う
さ
ぎ
を
飼
い
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
な
む
ち
ゃ
ん
、
な
む
ち
ゃ

ん
と
名
を
と
な
え
、
大
層
可
愛
が
ら
れ

て
い
る
ご
様
子
。
日
々
の
布
教
の
癒
し

に
、
耳
が
垂
れ
た
小
さ
な
う
さ
ぎ
は
大

活
躍
の
よ
う
で
す
。

　

う
さ
ぎ
の
睡
眠
時
間
は
約
８
時
間
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
４
〜
５
時

間
程
度
で
朝
２
時
頃
に
は
起
き
て
本
を

読
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
読
書
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

10
月
1
日
㈫

第
50
回
記
念
山
口
教
区
仏
教
婦
人
大
会　

…
…
…
…
…
…
…
…　

海
峡
メ
ッ
セ
下
関

　
　

講
師
／
福
間
義
朝
氏
（
備
後
教
区
教
専
寺
）

1
日
㈫
｝
第
４
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

四
州
教
区

2
日
㈬
　
　

講
師
／
岩
本
孝
樹
氏
（
布
教
団
連
合
連
区
研
修
会
同
朋
講
師
）

　
　

講
師
／
金
澤　

豊
氏
（
龍
谷
大
学
文
学
部
実
習
助
手
）

５
日
㈯

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
森　

芳
麿
氏
（
白
滝
組
専
修
寺
）

５
日
㈯
｝
中
・
四
国
真
宗
青
年
の
つ
ど
い　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

備
後
教
区

６
日
㈰

8
日
㈫

連
研
の
た
め
の
研
究
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
巖
后
範
之
氏
（
連
研
中
央
講
師
）

10
日
㈭

ビ
ハ
ー
ラ
山
口
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

安
芸
教
区

15
日
㈫
｝
得
度
習
礼
講
習
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

16
日
㈬
　
　

講
師
／
賀
陽　

寛
氏
（
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
）

17
日
㈭

門
徒
総
代
会
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
長
岡
裕
之
氏
（
大
津
西
組
龍
雲
寺
）

　
　
　
　
　

新　

晃
眞
氏
（
豊
浦
組
淨
滿
寺
）

　
　
　
　
　

岡
原
弘
和
氏
（
宇
部
小
野
田
組
明
照
寺
）

20
日
㈰

教
師
教
習
事
前
講
習
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
賀
陽　

寛
氏
（
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
）

21
日
㈪
｝
青
年
布
教
使
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

須
佐
組

22
日
㈫
　
　

講
師
／
福
間
義
朝
氏
（
備
後
教
区
教
専
寺
）

27
日
㈰
｝
第
４
連
区
門
徒
推
進
員
実
践
運
動
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

備
後
教
区

28
日
㈪
　
　

講
師
／
鷲
尾
衛
鳳
氏
（
連
研
中
央
講
師
）

31
日
㈭

同
朋
運
動
推
進
講
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
神
戸　

修
氏
（
同
和
教
育
振
興
会
事
業
運
営
委
員
）

　
　
　
　
　

藤
井
聡
之
氏
（
中
四
国
同
推
協
代
表
・
同
和
教
育
振
興
会
理
事
）

11
月
5
日
㈫

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
市
川
幸
佛
氏
（
宇
部
北
組
寳
林
寺
）

20
日
㈬

報
恩
講
習
礼　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

25
日
㈪

帰
敬
式　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

26
日
㈫
｝
別
院
報
恩
講　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

〜

　　　　

講
師
／
安
藤
光
慈
氏
（
宮
崎
教
区
真
光
寺
）

28
日
㈭

30
日
㈯

若
朋
会
第
2
回
例
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

宇
部
小
野
田
組
蓮
光
寺

　
　

講
師
／
溪　

英
俊
氏
（
周
南
組
松
巖
寺
）

12
月
5
日
㈭

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
藤
本
唯
信
氏
（
下
松
組
専
明
寺
）

25
日
㈬

第
３0
回
ス
カ
ウ
ト
報
恩
講　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
樹
木
正
法
氏
（
岩
国
組
浄
蓮
寺
）

教
区
外
か
ら
次
の
方
々
が
ご
参
拝
下
さ
い

ま
し
た
。

９
月
４
日　

北
豊
教
区
築
城
組　

法
輪
会

〜
編
集
後
記
〜

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

令
和
元
年
６
月
〜
８
月

敬
称
略

敬

弔

岩
国
組　

宗
玄
寺　

前
坊
守

　
　
　

嘉
屋　

玲
子　

  （
８８
）
６
月
11
日

防
府
組　

光
増
寺　

坊
守

　
　
　

河
海　

英
子　

  （
９７
）
６
月
1８
日

華
松
組　

西
光
寺　

前
住
職

　
　
　

佐
々
木
瀾
雄　

  （
９７
）
７
月
1９
日

熊
南
組　

円
覚
寺　

前
住
職

　
　
　

芥
川　

義
典　

  （
９1
）
７
月
２９
日

豊
田
組　

西
福
寺　

前
坊
守

　
　
　

奥
山　

芳
江　

  （
８６
）
８
月
５
日

周
南
組　

大
安
寺　

前
坊
守

　
　
　

長
宗　

章
子　

  （
９1
）
８
月
９
日

熊
毛
中
組　

覚
勝
寺　

前
坊
守

　
　
　

吉
井
八
重
子　

  （
９６
）
８
月
２０
日

岩
国
組　

光
教
寺　

前
坊
守

　
　
　

光
教
路
郁
惠　

  （
９２
）
８
月
２２
日

萩
組　

平
安
寺　

前
坊
守

　
　
　

後
藤　

明
子　

 (

88) 

８
月
31
日

参

拝

者

お

知

ら

せ

　

郵
便
払
込
料
金
な
ら
び
に
宅
配
運
賃
の

増
額
に
伴
い
、
書
籍
・
ご
法
物
の
送
料
を

左
記
の
と
お
り
改
定
い
た
し
ま
す
。
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

改
定
額　

５
０
０
円　

→　

７
０
０
円

　
　
　
　

※
教
区
内
宛
、
宅
配
業
者
利
用

　
　
　
　

※
少
量
の
場
合
は
郵
送
料
実
費

適
用
日　

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
1
日
よ
り


